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新東名高速道路建設事業に伴う発掘調査

　跡
あとぼり

堀遺跡は相模川左岸の自
し

然
ぜん

堤
てい

防
ぼう

上に位置する、縄文時代から近世に
かけての遺跡です。
　新東名高速道路海老名南ジャンク
ション建設工事に伴う発掘調査によ
り、近世の土

ど

坑
こう

や畝
うね

状
じょう

遺構、中世の
溝
みぞ

状遺構などが発見され、さらにそ
の下から奈良～平安時代にさかのぼ
る複数の竪

たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡が発見されまし
た。
　遺物は近世の陶磁器や遊び道具の
泥
どろ

面
めん

子
こ

、漁労具の土
ど

錘
すい

、中世の陶磁器、
奈良～平安時代の土器（土

は

師
じ

器
き

・須
す

恵
え

器
き

）・灰
かい

釉
ゆう

陶器などが出土しています。
　今回は平安時代の竪穴住居跡が検
出されたＰ２・３地点、および近世～
中世の遺構を調査しているＰ４・５地
点（右図）の成果を中心に紹介します。

上空から見た跡堀遺跡発掘現場（写真提供：中日本高速道路株式会社）
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Ｐ２・Ｐ３地点 跡
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　Ｐ３地点では、奈良～平安時代の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

が５軒発見されました。一部は中世の溝
みぞ

状
じょう

遺
い

構
こう

に壊されてい
ましたが、カマドの跡を残すものや、貯

ちょ

蔵
ぞう

穴
けつ

と思われる土
ど

坑
こう

を伴うものなどがありました。Ｐ２地点では、同
じく奈良～平安時代の旧

きゅう

河
か

道
どう

（川の跡）が発見されました。



Ｐ４・Ｐ５地点

３

堀

土坑

ピット

溝状遺構

畝状遺構

井戸 攪乱

2013 年 10 月 21 日現在の調査状況

Ｐ５地点

Ｐ４地点

11号溝の遺物出土状況（瓦）

１号水田跡
５・６・７号溝状遺構

５号溝

６号溝

７号溝

１号水田

２号井戸 １号井戸

10号溝

９号溝

15号溝

１号溝

2008年度調査地点

2008年度調査地点

12号溝

８号溝

６号畝

16号溝20号溝
17号溝

21号溝

19号溝

14号溝

22号溝

13号溝

旧市道(攪乱)

11号溝

18号溝

19号土坑

21号土坑

29号土坑

28号土坑

24号土坑

22・23土坑

26土坑

20土坑

18土坑

７号畝

27号土坑

25号土坑

10号溝の遺物出土状況（国産陶器）

11号溝状遺構

1：2000 10.0m

　Ｐ４・Ｐ５地点では近代・近世の土坑や畝
うね

状遺構・溝状遺構のほか、井戸、水田跡などが発見されました。
それらの内外から、近世の陶磁器や銭、煙

キセル

管・瓦などのほか、漁労具と思われる土
ど

錘
すい

などが出土しています。
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師
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器
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土
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錘
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硯
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石
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付
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面
めん

子
こ
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け

子
し

面
めん

）
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黄色い丸は今回の調査で発見された遺構・遺物のおおよその時期を示しています


